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研究成果の概要（和文）： 
互いに関連する複数のパターン発見タスクに効果的に対処するために，データとパターンの表
現形式を自動的に変更する新しいデータマイニング手法を開発し，計算機システムとして実装
して人工・実データでその有効性を示した．顕著な成果は，共通辞書を許容するように拡張し
た MDL 原理を用いるマルチタスク分類学習手法，コルモゴロフ複雑性に基づく情報量距離の
拡張版を用いるマルチタスククラスタリング手法，マルチタスクデータマイニング用の次元縮
退手法である． 
(200 字程度) 
 
研究成果の概要（英文）： 
To effectively cope with multiple pattern discovery tasks related each other, we have 
developed novel data mining methods each of which automatically modifies 
representations of data and patterns, implemented them as computer systems, and 
demonstrated their effectiveness with synthetic and real data. Remarkable achievements 
are multi-task classification method which employs an extended MDL principle to allow a 
common dictionary, a multi-task clustering method which employs an extension of 
information distance based on Kolmogorov complexity, and a dimension reduction method 
for multi-task data mining. 
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１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は，データマイニング研究分野に

おいて，興味深い例外性を表す構造ルール発
見，情報理論に基づく事例発見，新規理論や
新規手法に基づく各種応用，発見パターンや
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発見手法の評価，大量データの圧縮による効
率的発見などに関する研究を通して，研究コ
ミュニティで一定の信頼を得るに至ってい
た． 
その過程において，「データマイニング＝デ
ータからパターンを発見する孤立した単一
タスク」という見方に強い疑問を抱くように
なった．実際のデータマイニングでは，互い
に関連する複数個のタスクを行い，各タスク
においてパターンを発見するのが一般的で
ある．そのようなマルチタスクデータマイニ
ングでは，データとパターンの表現形式を改
良することが可能であり，この機能は効果的
な発見にとってきわめて重要である． 
 申請者は，そのような表現形式の改良法が，
領域知識を理論的基盤に基づいて有効活用
する情報圧縮性基準に基づくべきだと考え
た．通常のデータマイニング手法は，最低 2-3
個のパラメータを指定する必要があり，デー
タへの過適合などの欠点が起きる場合があ
ることが当時から知られていた．情報圧縮可
能性に基づくデータマイニングは，コルモゴ
ロフ複雑性や最小記述長(MDL)原理などの
理論的背景を有し，指定パラメータが 0 個か
１個であり，過適合の危険性が大幅に低いこ
とが知られている．もっとも，データやパタ
ーンの表現形式が適切であることが条件で
あり，領域知識の統一的枠組みに基づく利用
法は不明であった． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，互いに関連しあう複数個のパタ
ーン発見を，データとパターンの表現形式を
変更しながら効果的に行う動的表現バイア
スに基づくマルチタスクデータマイニング
手法を考案・開発し，計算機システムとして
実装して複数の人工・実データでその有効性
を示すことを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 
動的表現バイアスに基づくマルチタスクデ
ータマイニングを，情報圧縮可能性に関する
基盤理論，表現形式改良の駆動方式，知識発
見手法，データマイニング応用の４要素に分
割し，並列して取り組んだ． 
 情報圧縮性に関する基盤理論として，ルー
ル群発見用に開発済みの拡張 MDL 原理，およ
びコルモゴロフ複雑性に基づく情報距離を
選択し，研究目標用に汎用化していった． 
 表現形式改良の手がかりとして，データ・
仮説・知識駆動方式を選択し，基盤理論と知
識発見手法との相性を考慮しつつ開発した．  
 知識発見手法としては，分類学習，クラス
タリング，次元縮退，ルール発見を選択し，
研究目標用に拡張あるいは新規開発した．  

 データマイニング応用としては，主にウェ
ブマイニングとバイオインフォマティクス
に取り組み，ベンチマークデータや人工デー
タを用いた系統的実験も行った. 
 
４．研究成果 
 
初期仮説を許容するように拡張した MDL原理
を用いるルール群発見手法，共通辞書を許容
するように拡張した MDL原理を用いるマルチ
タスク分類学習手法，コルモゴロフ複雑性に
基づく情報量距離の拡張版を用いるマルチ
タスククラスタリング手法，マルチタスクデ
ータマイニング用の次元縮退手法を考案・実
装し，多くの種類の人工データと実データに
適用して有効性を示した．その結果として，
情報圧縮基準と動的表現バイアスに基づく
マルチタスクデータマイニングを確立した． 
特に，後 3 件の研究は国際ジャーナル
Knowledge and Information Systems（KAIS）
に論文が採択され，質の高い国際的な成果発
信が達成できたと考える．他に，動的マルチ
タスク学習や高ノイズデータからの転移学
習など関連する課題・応用に関しても成果を
挙げた． 
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